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戦後 日本にお ける医療専門職の 構造的関係性

一 歯科衛 生 士 の プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル ・ プ ロ ジ ェ ク トを事例 と して
一

宝月　 理 恵 （お茶 の 水女子大学）

1 ．はじめに

　20 世紀は ヘ ル ス ワ
ー

カ
ー

（医師やパ ラメディ カ

ル を含む医療関連職）の種類と量が飛躍的に拡大

した時代であっ たこ とが指摘されて い る。 そ の 結

果、国民 へ の 衛生規範の 啓蒙や衛生実践は、複雑

に分化 したヘ ル ス ワー
カ
ー

によっ て担われる機会

が増し、患者に対する彼 らの 影響力は か つ て ない

ほ ど増大 して い る。い まだ現れ て い ない 病の 発病

リス クを低減する生活習慣の形成を 目的とす る

「新しい 公衆衛生」 （Lupton ＆ Petersen　1996）

と呼ばれ る概 念が誕生 し、広く外延化されるに至

っ て い る現代 日本社会にお い て は、ヘ ル ス ワーカ

ーの果たす社会的役割がますます重要なもの にな

っ て きて い る と い っ て よ い 。

　本報告で は、戦後 口本の歯科衛生 上 の

ブ コフ ェッ シ コナ ル

専 門 職 プ ロ ジ ェ ク トの事例分析をもとに、口

腔医療に関わるヘ ル ス ワーカー
の 構造的関係性 と
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専門職化との連関を考察する 。
ヘ ル ス ワ

ー
カ
ー

間

の 構造的関係睦がわれわれ の 口 腔 、 ひ い て は身体

の医療化にい かに影響を及ぼして い るの か を検討

する こ とが本報告を含む研究プ ロ ジ ェ ク トの 最終

目標であるが、本報告はその ための
一

段階 と位置

付けた い
。

2 ．事例として の歯科衛生士

　歯科衛生士は 20 世紀初頭にア メ リカで養i成さ

れ始めたが、それ は 歯科医師が 自身の 従属 的補助

者として 女陸に割 り当て て創出した職業で あ っ た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 デ ノク
／tt ハノジ ニノ ト

戦前の 日本で もア メ リカの歯科衛生士をモ デル と

して
一

部で 私的に養i成 されて い た が、公的な職業

と して法制化された の は 1948 （昭和 23）年 の こ

とで ある。戦後、保健所法改正 の
一

環として 、保

健所にお ける歯科の業務、こ とに予防処置の 担 い

手 として考案された の が歯科衛生 tで あっ た。口

腔疾患 （とくに虫歯）の 予防や 口 腔衛生啓蒙の 担

い 手と して登場した の で ある 。 とは い え、い わば

実態がなく理念先行で ス タ
ー

トした歯科衛生 士 の

養成は （「GHQ の落 と し子」 とも言われた）、
モ

デル とす べ きカ リキ ュ ラム もなく手探 り状態で 進

行 し、 卒業後に就職先となるはず の 保健所や学校

の ポ ス トさえ確保 されない 不安定な状況で あっ た。

　しか し、現在の状況をみれば、 粛科衛生士 の 修

業年限は、法制化当時の 1年制か ら 2年制を経て 、

2010 （平成 22）年か らは 3 年制にまで拡張して

い る （大学教育も行 われてい る）。さらに業務範囲

も粛科予防処置か ら歯科診療補助、歯科保健指導

と広げられて きた。職場も保健所や歯科診療所 （い

わゆる歯科医院）の みな らず、高齢者施設等、新

たな射程 を持っ に 至 っ て い る。こ れは歯科衛生 士

自身による専門職プ ロ ジェ ク トの
一

定の成果だと

い え る だろ う。

一方で 、専門職化に向けて努力を

払っ て い る衛生 士 の リ
ーダー層や教育者以外 の 多

くの歯科衛生士たち の 離職率 ・未就業率が依然高

く、職能団体 へ の加 入率も低い こ とが明 らかにな

っ て い る。修業年限の延長に よ る志願者の 減少が

懸念 されてもい る 。 医療費削減の旗印の 下、予 防

衛生 の 重点化の 流れ の なか で 、 歯科衛生士 の 社会

的な需要は増加 傾向で あるにもか か わ らず、十分

な需給バ ラン ス が取れて い るとは い えな い 現状な

の である。

3．口腔医療ヘ ル ス ワ
ー

カ
ーの構造的関係性

　社会学における初期の 専門職研究で主流を占め

て い た く特陸ア プ ロ
ー

チ〉や く過程アプロ
ー

チ〉

は、ある職業を専門職た ら しめる要素 （犒微 ）の

析 出を試み、い わばチ ェ ッ ク リス トの ように 、専

門職化 へ の 共通過程を描き出 してきた （例えば、

「国家資格化」 「職能団体の 結成」などの 出来事 の
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達成の 連鎖が専門職化の 発展と見なされる）。特性

アプ ロ
ー

チに従えば、歯科衛生士 の 専門職プ ロ ジ

ェ ク トは過去 60 余年の あい だに様々 な変容を経

て 、形式的には専門職化 を達成 してきた と言えそ

うである。 それではなぜ、歯科衛生士の離職や「曼

性的不足が依然として問題 とな っ て い るの だ ろ う

か。

　 こ の問い を検討す るためには、専門職化 を歯科

衛生士内部で完結する過程として で はな く、隣接

領域 の ヘ ル ス ワ
ー

カーとの 複雑な関係性か ら考察

する必要がある。そ こ で本報告で は 、〈専門職シ ス

テ ム論ア プロ ーチ〉を援用する （Abbott　1989）。

歯科医師の みならず、看護師、歯科技 工 士 な ど他

の ヘ ル ス ワー
カ
ー

との 複雑な関係性の なか で歯科

衛生 士 の 専門職プ ロ ジ ェ ク トをとらえる こ とによ

っ て 、ジ ェ ン ダーを含めた専門職化を規定する関

係構造を明 らかに してい きた い
。 そ してそ の 構造

か ら、歯科衛生士 の仕事に対する態度や専門職意

識 、 自己像を掘り下 げて い く。 そ の 際、業務範囲
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 v イ tl ト ’
の 変容 とい う観 点か ら、以下の 3 つ の 里程標を設

定する。分橄 橡 となる資料は、国会会議録、歯

科学雑誌、歯科衛生士 団体の 機関誌、歯科衛生士

会の 指導者を対象に したイ ン タ ビ ュ
ー

記録 で ある。

（1）保健所歯科として の ス タ
ー

ト （1948年）

　1948年の歯利衛生士法成立 の経緯を検討する

こ とで 、歯科衛生士が歯科医師とい か なる関係性

を含み つ つ 成立 したの か を明らか にする。また、

こ の ときに形成 された歯科衛生士 の 自己像が、そ

の 後の 専門職プロ ジェ ク トに与えた影響を論じる。

（2）歯科診療補助業務の追加 （1955年）

　 1955 （昭和 30）年、歯科衛生 ＋法の
一

部改τE

が 提起され た
。 主な改正 点は、  歯科医師の 介補

業務を追加する 、   歯科衛生 士 を 「歯科衛生婦」

に改称する 、 とい う2 点であっ た （ただ し  の 改

称案は歯科衛生 士 の 強い 要望によ り棄却された）。

同年に歯科技工 法が成立するが、歯科衛生士 の 業

務変容 と改称の 含意を、歯科医師、歯科衛生士 、

歯科技 工 ＋ 、（準）看護師の 支配管轄権の 関係性か

ら検討する。

3）歯科保健指導の明文化 （1989 年）

　 1989 （平成元）年、歯科衛生士 の 業務に歯科 保

健指導が追加され た。い わば法制化当時の保健所

歯科の 理念へ の 原点回帰ともみ えるこ の 変化の 社

会的背景と、専門職プ ロ ジェ ク トに とっ て の含意

を検討する。

4 ．おわ りに

　本報告は 、 口腔医療をめ ぐるヘ ル ス ワーカー間

の 構造的関係性 とい う観点から、歯科 衛生 十 の専

門職プ ロ ジ ェ ク トを分析 し て きた （現在におい て

も専門職プ ロ ジ ェ ク トは継続されて い る）。 本分析

か ら導き出され るの は 、   誰との関係性の なか で

支配管轄権が争われ て い るか、とい う視点の重要
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 オ −ト ノ ，　
性 と同時に、  （権威や 自律性 よ りも）業務に 対

する当事者の価値づ けが専門職プ ロ ジ ェ ク トの重

要な動機づけになっ て い る、とい う点である。 ラ

イ セ ン ス 化 とい っ たチ ェ ッ クリス ト的な形式面だ

けでな く、あるい は給与待遇面の みで もなく、他

の専門職 との 関係性にお ける業務に対する達成感

や ア イデ ン テ ィテ ィ とい っ た要素が、プ ロ フ ェ ッ

シ ョ ナ リゼ
ー

シ ョ ン につ い て の社会学的研究に包

含されるべ きで あろう。

　
一
方で 、専門職プ ロ ジ ェ ク トの 展開によっ て、

細分化された専門資格 （認定歯科衛生士 など）や

学歴 の 差異化が生まれ、衛生師内部の序列化や格

差が進行 して い く可能陸も見出せ る。また女陛歯

科医師の増加 に よ る既存の ジ ェ ン ダ
ー
秩序の再編

成が与える影響も無視で きない
。 今後はヘ ル ス ワ

ーカー
間 の 支配管轄権論争の みな らず 、 職種内部

の 関係性 （内的分化）をも考察に含めて い くこ と

が 必要 で あろう。
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